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いじめに立
た

ち向
む

かう�
5 つの方

ほう

法
ほう

その人
ひと

にやめるように言
い

いましょう。しっ
かりした声

こえ

で，あなたやほかの人
ひと

に対
たい

する
不
ふ

親
しん

切
せつ

なあつかいをやめるように伝
つた

えてく
ださい。イエス・キリストが，御

ご

自
じ

分
ぶん

やほ
かの人

ひと

々
びと

に対
たい

して不
ふ

親
しん

切
せつ

な人
ひと

々
びと

に立
た

ち向
む

か
われたときのことについて考

かんが

えてください
（ヨハネ 8:3 −11 参

さん

照
しょう

）。主
しゅ

はあなたが
同
おな

じことをするのを助
たす

けてくださいます。

5 つ の こ と

いじめっ子
こ

と向
む

き合
あ

うのはこわいかもしれません。しかし，みなさんはイエス・キリ
ストの完

かん

全
ぜん

なもはんにしたがい，主
しゅ

の力
ちから

を受
う

けています。だれかがあなたやほかの
人
ひと

に対
たい

して不
ふ

親
しん

切
せつ

なとき，あなたは正
ただ

しいことのために立
た

ち上
あ

がることができます。
アイデアを 5 つしょうかいしましょう。

その場
ば

から立
た

ち去
さ

りましょう。
時
とき

には，その場
ば

から立
た

ち去
さ

るこ
とが，人

ひと

にできる最
もっと

も勇
ゆう

敢
かん

な事
こと

です。深
しん

呼
こ

吸
きゅう

をし，立
た

ち去
さ

って
ください。いじめられている
人
ひと

を見
み

かけたら，一
いっ

緒
しょ

に来
く

るよ
うに言

い

って，一
いっ

緒
しょ

に立
た

ち去
さ

りま
しょう。

いのってください。いのりには強
つよ

い力
ちから

があります！ 勇
ゆう

気
き

と思
おも

いやりを求
もと

め
ていのりましょう。ふしぎに思

おも

えるかもしれませんが，いじめっ子
こ

のため
にもいのってください。「天

てん

の御
おん

父
ちち

にいのってください」と，ニール・L・ア
ンダーセン長

ちょう

老
ろう

は言
い

います。「御
おん

父
ちち

はみなさんのなすべきことについてみ
ちびきをあたえてくださるでしょう。御

おん

父
ちち

はとびらを開
あ

け，さまたげとなる
ものを取

と

りのぞいてくださり，みなさんが妨
ぼう

害
がい

に打
う

ち勝
か

てるように助
たす

けてく
ださいます。」*

神
かみ

様
さま

の子
こ

としてのあなたのかちをわすれないでください。人
ひと

があなたに何
なに

を
言
い

おうと，あなたのことを何
なん

と言
い

おうと，天
てん

のお父
とう

様
さま

がどれほどあなたを愛
あい

し
ておられるかということに決

けっ

して変
か

わりはないのです。この真
しん

理
り

をしっかりと
心
こころ

にとめておくと，より強
つよ

く勇
ゆう

敢
かん

な気
き

持
も

ちになるでしょう。いつでも人
ひと

を神
かみ

様
さま

の子
こ

としてあつかうようにしてください。

親
しん

切
せつ

にしましょう。あなたは親
しん

切
せつ

にするこ
とのもはんになれます。イエス・キリスト
は，これがいじめに対

たい

処
しょ

する最
さい

善
ぜん

の方
ほう

法
ほう

であると教
おし

えられました。「てきを愛
あい

し，
迫
はく

害
がい

する者
もの

のためにいのれ。」（マタイ 5：
44）

*「
こ

れ
は

奇き

跡せ
き

で
す

」『
リ

ア
ホ

ナ
』
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